
 

 

流川・薬研堀地区のまちづくり整備方針（概要版） 
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３ 流川・薬研堀地区の担う役割 

 

現在の流川・薬研堀地区は、主に夜の飲食街地区として賑っているが、人々のライフスタイルや

余暇の多様化・充実化に応えるとともに、観光客やビジネス客等に対しても瀬戸内の味覚や美酒を

味わってもらうなど、一層広島の魅力を高めるエリアとして発展していく必要がある。 

また、広島市では、商業業務地である紙屋町・八丁堀を中心とした「拡大都心核」と広島駅を   

中心とし、同駅周辺の大規模な再開発や平成 21 年（2009 年）春に完成予定の新球場を含む「新

都心成長点」の二つの地区を広島の活性化を図る重点地区として、様々な取組を進めるとともに、

両地区の活性化の相乗効果を引き出すことが必要となっている。 

そのような中で、流川・薬研堀地区は、この二つの重点地区の間に位置し、飲食を通じてこれら

を結び、賑わいを高めるポテンシャルに満ちた全国的にも知名度の高い飲食街地区であり、両地区

の賑いの連続性を高め活性化の相乗効果を引き出すことによって、安全で安心な広島の発展と魅力

化に貢献する地区としての役割を担う。 

 

 

【流川・薬研堀地区の担う役割の概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 まちづくり整備方針策定の目的 

 

中四国地方最大の繁華街、歓楽街である流川・薬研堀地区について、安全で、だれもが、

安心して楽しむことができる健全で魅力的なまちの実現を図るため、地元の意向等を踏ま

え、通りの特色や地区の資源などを生かしながら、中・長期的なまちづくり整備方針を  

策定する。 

 

 

 

 

２ 目標及びその達成時期 

 

平成 19 年(2007 年) ５月、本協議会では、ワーキンググループを中心に協議・検討を重

ね、現状の課題に対して必要な防犯対策とまちづくりを展開していくなかで、短期的な取組

としての推進計画（計画期間：概ね５年）を策定した。 

しかしながら、流川・薬研堀地区を、安全でだれもが安心して楽しむことができる健全で

魅力的なまちにしていくためには、長期的な視点に立った目標を設定し、共通の目的を持っ

て着実にまちづくりを進めていくことが必要である。 

このため、地元の意向を踏まえ、地区の特色等を生かした、中・長期的なまちづくりの整

備方針を策定するものであるが、常にスピード感を持って取り組んでいくことを基本とし、

整備方針の取組や成果を評価・検証し、見直しを加えていく観点から、中期と長期の２段階

の目標時期を設定する。 

 

 

 

 

《目標時期》 

 

平成３０年(2018 年) 頃 と 平成４０年(2028 年) 頃 の２段階 

《中期：概ね 10 年先》    《長期：概ね 20 年先》 

流流川川・・薬薬研研堀堀地地区区  

１ 



４ 調査や計画策定の経緯 

 

 

① 流川・薬研堀地区の健全で魅力的な 

まちづくり推進計画の策定（短期計画） 

②流川・薬研堀地区のまちづくり 

整備方針の策定（中・長期計画） 

まちづくりアンケート調査 

ワークショップの  

設置・検討 

  

短期の内容

は推進計画

へ、中期～

長期の内容

は整備方針

へ反映 

協議会において 

検討して策定 

ワーキンググループを中心に協議・検

討を重ね、モデル調査で取りまとめた

「具体的な施策」と当面の取組を着実

に実行し、防犯対策とまちづくりを進

めていくための推進計画（短期計画）

を策定した。 

① 歩きやすい歩行空間の確保 

放置自転車対策の実施等 

② 安全・安心な環境づくり 

活動拠点の整備等 

③ 魅力的な商業地の形成 

待ち合い場所の整備等 

《具体的な施策：31 施策を展開》 

専門のコンサルタントに委託し、 

協議会などにおいて協議して策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の意向等を踏まえ、通りの特色や

地区の資源などを生かしながら、安全

で、だれもが、安心して楽しむことが

できる健全で魅力的なまちを実現する

ため、中・長期的なまちづくり整備方

針を策定する。 

《検討項目》  

・まちづくりの目標 

・地区を囲む通りの役割、地区ゾーニング、 

地区内の通りの役割 

・まちづくりの方向性の設定 

・具体的な整備目標の設定 

 （地元による防犯活動） 

 

＊ 平成１５年４月、地元町内会や商店街等の各種団体の代表者が集まって、「広島市

中央部安全・快適な街づくり協議会」が結成され、同年５月以降、警察との共同パ

トロールや放置自転車等への啓発活動などを行う「リバークリーン作戦」（環境浄

化作戦）を毎月実施している。 

 

＊ 同時期に地元町内会等による夜間パトロールが開始され、以後、毎月数回実施され

ている。 

ワーキンググループ 

幹  事  会 

１ 取組内容 

・推進計画の平成１９年度事業の実施 

・推進計画の平成２０年度以降の事業の

具体的検討、段階的な取組内容の充実 

 

２ 専門部会の設置 

ワーキンググループの各部会に専門部

会を設置し組織を充実して具体化検討 

歩きやすい歩行空間の確保部会 

薬研堀通り歩車道分離、看板、 
自転車、タクシーの各専門部会 

安全・安心な環境づくり部会 

交通アクセス専門部会 

魅力的な商業地の形成部会 

健全で魅力的なまちを具現化するた

め、防犯対策とまちづくりを推進する

具体的な取組を検討した。 

 

（調査内容） 

１ 現況把握 

２ 実証実験 

・歩車道を分離し仮設駐輪帯や仮設

貨物駐車帯を併設 

・ＪＲ広島駅の夜間循環バスの運行 

３ 交通量等の実態調査 

４ アンケート調査 

５ 防犯対策とまちづくりの推進計

画の検討 

《方針、施策の取りまとめ》 

(1) 基本方針 

① 歩きやすい歩行空間の確保 

② 安全・安心な環境づくり 

③ 魅力的な商業地の形成 

(2) 取組方針 

(3) 具体的な施策 

全国都市再生モデル調査の実施 

流川・薬研堀地区の健全で魅力的

なまちづくり協議会の運営 

平成 15 年度～ 

同 協 議 会

の運営 

平成 1７年度 平成 1９年度 平成２０年度以降 

流 

川 

・ 

薬 

研 

堀 

地 

区 

の 

健 

全 

で 

魅 

力 

的 

な 

ま 

ち 

の 

実 

現 

化 

 

＋ 

モデル調査で取りまとめた方針や施策を実現す

るための実効性の高い推進計画を検討するた

め、「流川・薬研堀地区の健全で魅力的なまちづ

くり協議会」を設置した。 

（構成員） 

地元、国、県、県警察、市、関係機関・団体 

歩きやすい歩行 

空間の確保部会 

安全・安心な環

境づくり部会 

魅力的な商業地

の形成部会 

協  議  会 

流川・薬研堀地区の健全で魅力

的なまちづくり協議会の設置 

平成 1８年度 

 

① 

流
川
・
薬
研
堀
地
区
の
健
全
で
魅
力
的
な 

 
 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
短
期
計
画
） 

 

 

 

② 

流
川
・
薬
研
堀
地
区
の
ま
ち
づ
く
り 

   

整
備
方
針
（
中
・
長
期
計
画
） 

  

 

２ 

（地区の現況） 

○中国地方最大の繁華街、歓

楽街であり、多数の市民・

県民や観光客で賑わって

いる。 

○放置自転車、違法駐車、は

み出し看板等が多く、猥雑

な環境になっている。 

また、犯罪密度は県内で最

大となっている。 

○客引きやピンクビラは、条

例の施行、取締りや啓発活

動等により、大幅に減少し

ている。 



５  まちづくり整備方針の構成の考え方 

 

                                          

                                                                                                                                                                                                                    

                                                                                                                                                              

  

                                                                          

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

             

                                                     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

         

 

 

                                            

 

 

 

 

平成 19 年度に実施した「薬研堀通りの試
行整備」は、地元町内会が主体となって自ら
違法看板や放置自転車等の撤去を働きかけ、
地域合意を形成し実現したものである。 

   ・H19. 10  ワーキンググループ等において 

            歩行幅員等の整備形態の決定   

   ・H19. 11  地元町内会において試行整備区   

         間沿道の店舗等の同意取得  

   ・H20.1・2  同通り全線への図面掲出や広報 

   ・H20.  3  試行整備の工事完了 

 
今後、流川・薬研堀地区においては、この

ような地元が主体的に行うまちづくりを一
層推進していくものとし、そうした意欲的な
活動が繰り広げられる地域から先行的に基
幹軸の整備などを展開していくものとする。 

このような、地域の合意形成をはじめとし
た地元主体のまちづくりを、「流川方式」と
呼称し、推進していくものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な整備目標の設定 
  まちづくりの方向性に沿って具体的な整備目標を設定する。 

 □地区拠点 東新天地公共広場、地区コア、京橋川水辺空間、交流拠点 

 □基幹軸  南北軸：薬研堀通り、(仮称)お参り通り 東西軸：仏だん通り 

 □地区の情報発信 

 □地元主体の取組の推進   

流川・薬研堀地区まちづくりに関するアンケート調査 （平成19年度実施） 

 

出会い 賑わう 食楽の都 流川  

～ 瀬戸内の味覚と美酒あふれる自由空間 人が輝き くらしも笑顔 ～ 

ま ち づ く り の 目 標 

・ 地区を囲む通りの役割  
 ・相生通り 
 ・中央通り 
 ・平和大通り 
 ・駅前通り 
 ・京橋川右岸沿いの通り 

・ 地区ゾーニング 
 ・広域商業・金融ゾーン 

・業務・宿泊ゾーン 
・商業・業務ゾーン 
・住・業混在ゾーン 
・飲・食・遊ゾーン 

 ※ 流川･薬研堀地区が位置付けられている計画  
・ひろしま都心ビジョン  ・「水の都ひろしま」推進計画 
・広島市緑の基本計画   ・広島市景観形成基本計画 
・「減らそう犯罪」ひろしまアクションプラン  

 ・広島市安全なまちづくりの推進に関する基本計画 

・ 地区内の通りの機能 
  ・えびす通り 

・仏だん通り 
・流川通り  

  ・薬研堀通り 
  ・中新地通り 

・弥生町通り 
  ・(仮称) お参り通り           

①地区拠点機能の創造 
 ・東新天地公共広場 
 ・京橋川水辺空間 
 ・地区コア 
 ・交流拠点 
 ・賑わい空間 

③地区の情報発信の充実  
 ・多様な情報提供 

・地域ガイド 
（街案内の充実） 

 ・通りのゲート化 

②基幹軸の整備 
 ・南北軸の強化 
 ・東西軸の強化 
 ・通りの環境整備 
 （違法駐輪・看板対策、 

タクシー対策、防犯設
備の充実） 

④地元主体の取組の推進 
 ・まちづくり活動の推進 
 ・パトロール活動の実施 
 ・ワークショップの実施 

  流川・薬研堀地区の健全で魅力的なまちづくり推進計画 

  歩きやすい歩行空間の確保・・・・ 
  安全・安心な環境づくり・・・・・・・・ 

  魅力的な商業地の形成・・・・・・・ 

歩きやすい歩行空間の確保 ・・・・・ 南北軸又は東西軸の強化、通りの環境整備        南北軸又は東西軸の強化、通りの環境整備 

安全・安心な環境づくり ・・・・・・ パトロール活動の継続           安全・安心の確立とイメージの向上 

魅力的な商業地の形成  ・・・・・・ 賑わい空間の創出               賑わい空間の形成 

流川・薬研堀地区のまちづくり整備方針・具体的な整備目標 

《第 1 ステージ（概ね１０年先）の具体的な整備目標》 

まちづくり整備方針の構造図 

（構成と考え方） 

まちづくりの目標 

・地区を囲む通りの役割 

・地区ゾーニング 

・地区内の通りの機能 

 

 ・まちづくりの方向性の設定 

面 

線 

枠 

中・長期的なまちづくり 
の目標を設定する。 

目標実現の柱となる、通り
の機能や地区ゾーニング、
そしてまちづくりの方向
性を設定する。 

 

具具  体体  的的  なな  整整  備備  目目  標標 

中・長期の展望に応じ
て、具体的に実施する整
備目標を設定する。 

具体的な整備目標設定の考え方 
２つの整備ステージを見通した整備目標を設定する。 
・第１ステージ（中期展望）：概ね10年先 

・第2 ステージ（長期展望）：概ね20年先 
具体的な整備目標の体系化 

・中･長期の整備目標を整理する。 

・ 

・まちつくりの方向性の設定 

  基本方針 

  取組方針 

  具体的な施策 

現状から短期の取組 

（概ね５年） 《第２ステージ（概ね２０年先）の具体的な整備目標 》 

（詳細はP5 のとおり）  

薬研堀通りの本格整備等 

防犯連絡の拠点づくり等 

大型イベントの関連イベントの開催
や誘致、通りの愛称命名等 

（詳細はP5 のとおり）  

 

  → 

 
事業の継続と発展 

枠 面 線 

３ 



 

６ まちづくりの目標の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

求め られ る機 能・ 役 割  現在の機能・特性と問題点  

 

 

（安全・安心な街） 

・安全で安心して楽しむことができる活気のある街 

・一人旅の女性が安心して訪れるような街 

・若者、家族連れが気軽に訪れる街 

 

（夜も昼も賑わう街） 

・地方の都市は夜の街だけでは難しい。若者も年配

者も集う複合的な街 

 

（全国ブランドの街） 

・全国に通用するブランドであり、旅行やアフター

コンベンションにも気軽に訪れる街 

 

（歴史性のある街） 

・歴史的なまつりや旧堀川、西国街道等の歴史を生

かした街 

 

（まちの環境整備） 

・愛称のついた通りを増やして、多くの人が行き交

う街 

・歩きやすさが確保されたゆとりのある歩行環境 

・１０年、２０年先は、人口が減少するので、若い

女性も訪れる街 

 

 

◆ 全体的な考え方 

・夜賑わい、昼も賑わう複合的な街であるこ

とを表現する。 

  

 

◆ 主題 

・たくさんの人が集まり活気あふれる街をわ

かりやすいソフトな言葉で表現する。 

・食は食べることと飲むこと、楽は食の楽し

さに滞在の楽しさを含める。 

・街では単に今を表しているにすぎない。都

は夢が感じられ歴史の雰囲気が出せるの

で、街ではなく都とする。 

・地区名は、全国ブランドの流川のみとし、

全体を表現する。 

 

 

◆ 副題 

・一人旅の女性も安心して訪れることができ

る街であって欲しいという願いを込める。 

・歓楽街は本来良い意味であるが逆の響きが

あるため、来街者、旅人が食に惹かれロマ

ンを感じる明るい表現とする。 

・快適な生活は、安全・安心があって言える

ことなので、安全・安心な街であることを

暮らしの面からも表現する。 

 

 

 

◆ 機能・特性 

 ・中四国最大の繁華街・歓楽街であり、札幌の薄野、

福岡の中洲などに匹敵する全国ブランドの街 

・楽しめる夜の街 
・全てが夜の街ではない。デパートや昼間賑わって

いる通り、さらに住宅街や水辺もある。一括りで
「夜の街」とイメージ付けるべきではなく、昼の
顔もある街 

・400 年前からの城下町の歴史が、原爆があっても、

まつり（「とうかさん」や「えべっさん」等）や地名

などに息づく街 

 
 

◆ 問題点 

・犯罪密度が県内最大 

・「こわい」というイメージ 

・暴力団のイメージがあるが、昔のやくざの抗争な

どの情報が先行している。 

・放置自転車や違法駐車、はみ出し看板等で通りは

歩きにくく雑然としている。 

・空き部屋・空きビルが増えている。 

・客待ちタクシーがあふれている。 

・大人の街で、若者を引き付けるものが少ない。 

・待合せ場所やシンボリックな施設が少ない。 

 

 

まちづくりの目標 

 

 

 

（主題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(副題) 

 

 出会い 賑わう  

食楽
しょくらく

の都
みやこ

 流川 

～ 瀬戸内の味覚と美酒 

あふれる自由空間 

人が輝き くらしも笑顔 ～ 

 

  ４ 

設定の考え方 

４ 



７ 具体的な整備目標の設定 

 

  1 薬研堀通りの試行整備（平成 19 年度） 

   薬研堀通りの本格整備（平成 21～23 年度） 

  2 アンケート調査の動向等を見ながら実現化を検討  

  3･4富士見第二駐輪場の供用開始と自転車等放置規制

区域拡大（平成２０年４月１日）の実態把握を行い、駐

輪場整備や規制区域の拡大等を検討 

  5 夜間撤去を平成20 年度から月3 回に増やして実施 

  6 町内会等による自主的な駐輪対策の積極展開 

  8 1～6 と連動し、特に6 と一体的に実施 

  9 中央通りにおけるタクシー待機場を含めたタクシ

ールールの確立と街頭指導・取締りの徹底  

 10 路上・路外荷さばきスペース確保の検討 

 11 上記1、2、9、10 と連動して実施  

1 歩道の整備や路側帯のカラー舗装化 

  

2 時間、区間指定の歩行者天国の実施 

3 駐輪場の整備 (駐輪需要を踏まえて分散型の整備)  

4 自転車等放置規制区域の拡大 

5 夜間撤去の継続的実施 

6 商店街や店舗経営者・従業員等による自主的な駐輪対策の促進 

7 東新天地駐輪場の24 時間化（平成 18 年度の実施済） 

8 路上違反看板の地域の自主的な是正への取組  

9 タクシー待機場の設置 

  

10 貨物車駐車帯（荷さばきスペース）の設置 

 11 路上駐車の取締り強化とともに規制緩和 

1 活動拠点の整備（空き店舗などの活用）  

2 飲食店等との連携 (ベースはリバークリーン作戦)  

 

3 街路灯の整備 

4 スーパー防犯灯等の整備 

5 事業所自らが自衛のため防犯設備の設置に取り組む  

6 住民等から定期的に意見聴取  

7 犯罪発生危険箇所等の定期的な点検（防犯診断） 

8 夜間パトロールの効率的な実施等 

9 条例改正に伴う取締りの強化、店舗の指導 

  （ｵｰﾅｰから従業員へ）  

10 空き店舗対策として、不動産業者やオーナー 

  働きかけ 

 

□地元主体の取組の推進 

○まちづくり活動の推進 

○パトロール活動の実施 

 

□基幹軸の整備 

○通りの環境整備 

 

《達成イメージ》 

※明るく、安全・安心な街の確立とイメージの向上 

※新たな犯罪形態に対応した地域防犯活動の展開 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

                                           

                                                                                                                                                                                              

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 

                                                     

                               

 

 

 

 

 

  

流川・薬研堀地区のまちづくり整備方針 (案)・主な取組 

《第1ステージ：中期（概ね１０年先）の具体的な整備目標》 

備考１：上記の中で、網掛けの取組は、主なハード整備を示す。 

備考２：上記の取組は、本協議会が多様な市民・団体等とも連携して行うものであるが、実施にあたっては、地元の意向や法的な制約、予算上の制約等があり、目標どおりの実現が困難なものが予想される中で、協働しながら取り組んでいく目標として掲げたものである。 

《第2ステージ：長期（概ね2０年先）の具体的な整備目標》 

 

（具体的な施策） （基本方針） （現状から短期(概ね5 年先)の取組） 

  1 具体的には下記10 の中で実施 

  2 コンビニエンスストアへの立ち寄り等の連携を密に

した防犯連絡の拠点づくりや美化清掃活動の促進 

  3･4 夜間パトロールや防犯診断等と歩調を合せた防

犯施設の充実 

  5 商店街等の防犯設備の設置を支援 

  6 アンケート調査を継続実施し施策全般に反映 

  7 犯罪発生状況等を分析し夜間パトロール等に活用 

  8 防犯力を高める夜間パトロールの効率的な実施等 

  9 違法行為に対する警察のタイムリーな指導警告や     

ボランティア等によるパトロールの実施 

 10  ビルオーナー等勉強会の開催や連絡会議の組織

化、家守事業の展開、排除特約条項の盛り込みや

ルールづくり 

 
 

歩
き
や
す
い
歩
行
空
間
の
確
保 

 
 

安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り 

 
 

 

魅
力
的
な
商
業
地
の
形
成 

1 東新天地公共広場の改修(スロープ、照明灯整備) 

2 公共空間を活用したイベントの開催 

3 待ち合い場所の整備 

 (公園・緑地のリニューアルや新たに整備) 

4 お洒落な店等が立地する賑わい空間の創出 

5 街づくりに関するワークショップの実施  

 

6 通りの愛称命名（公募等）とともに、案内板を 

 設置して、来街者にわかりやすい街を形成 

7 例えば薬研堀通りの修景整備(看板類の統一等）  

8 ボランティアによる道路清掃等の実施 

9 空きビル、空き店舗対策 

 10 新球場、ＪＲ広島駅、バスセンター、球場跡地、平和記念公園  

等周辺拠点との連携を図る交通手段について検討  

 1  平成18 年度に改修。唯一の当広場の利用を促進 

  （下記 2～4 と連動し人の流れを呼び込む広場に活用） 

 2･3 大型イベントの関連イベントの開催や誘致、ライ

トアップ等を展開しながら長期的な取組を検討 

 4･5 京橋川の水辺のオープンカフェをはじめとした

地区全体の賑わいの創出向上の検討  

  6  ワークショップを開設し通り等の愛称命名や案内    

板設置等のアイデアなどの具体化と情報発信 

  7  通りの整備等と連動し議論の場を設置して検討 

  8  清掃活動への支援や丌法投棄に対する指導啓発等 

  9 （安全・安心な環境づくり部会と連携） 

 10  バス事業者のヒアリング等によるバス路線や運行

計画等の検討 

 
□基幹軸の整備 

放置自転車や違法看板等を撤去し、沿道の店舗等 
の合意を得るなど、まちづくりに主体的に取り組む 
地域から先行して整備する。（「流川方式」の運用） 
整備の順位付けや決定は本協議会の協議で決定 

 
○南北軸の強化 

・弥生町通りや（仮称）お参り通り等の整備 

○東西軸の強化 

・仏だん通り等の整備 

○通りの環境整備 

・公共用地等への駐輪場整備と自転車等放置規制 

区域の拡大 

・タクシー乗り場や待機場の整備と夜間街頭指導等 

 

 

□基幹軸の整備 

左記に同じ。 （「流川方式」の運用） 

 

 ○南北軸の強化又は東西軸の強化 

・左記で整備した通り以外の通りを整備の対象 

 ○通りの環境整備 

・東新天地公共広場の本格改修に合せた、駐輪

場やタクシー乗り場等の交通機能を併せ持つ

複合的な施設の整備を推進  

     

流川・薬研堀地区の健全で魅力的なまちづくり推進計画 （平成１９年５月策定） 

 

□地元主体の取組の推進 
○まちづくり活動の推進（空きビル・空き店舗対策） 

・暴力団等の排除特約条項の盛り込み 

・ビルオーナーの勉強会の開催等 

○パトロール活動の継続 
・リバークリーン作戦の活発化 
・地元、警察、行政が一体となったパトロ－ルの実施等 

 

□基幹軸の整備 
○通りの環境整備（防犯設備の充実） 

    

 

 

□地区拠点機能の創造 

○賑わい空間の創出 

・東新天地公共広場を活用し、大型イベントの関連イ

ベント等を開催(同時に複合的な施設の整備を検討) 

・おしゃれな飲食店等の立地促進による賑わい空間

の創出 

 

○京橋川水辺空間 

・稲荷大橋西詰めと河岸緑地の整備 

 

□地区の情報発信の充実 

○地域ガイド（街案内の充実） 

・案内サインやリーフレットの作成等 

 

 

□地区拠点機能の創造 

○賑わい空間の形成 

・東新天地公共広場の本格改修（エントランス機

能やイベント機能等の複合施設の整備） 

・おしゃれな飲食街や魅力的な商業地の形成 

 ○京橋川水辺空間 

・京橋川水辺空間の高質化（賑わいと憩いの水辺

空間の形成） 

 

□地区の情報発信の充実 

○地域ガイド（街案内の充実） 

・ユニバーサルデザイン等に配慮しただれにもわ

かりやすい街案内の充実 

①
歩
車
分
離
の
推
進 

②
放
置
自
転
車
対
策
の
推
進 

③
路
上
駐
車
対
策
の
推
進 

④
店
舗
等
の
看
板
対
策
の
推
進 

（取組方針） 

①
継
続
性
の
あ
る
防
犯
活
動
の
組
織
づ
く
り 

②
防
犯
設
備
の
充
実 (

犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ
く
り) 

③
暴
力
団
や
違
法
風
俗
店
の
排
除 

④
客
引
き
対
策
の
推
進 

 

①
賑
わ
い
の
創
出 

②
街
の
案
内
の
充
実 

③
街
並
み
景
観
の
向
上 

④
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上 

 
 

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
方
向
性
の
反
映 

５ 



８ 「具体的な整備目標の設定」における「地元主体の取組（ソフト）」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

                                                                                                                                                                                                                           

                                                                                                                                                                                              

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 

                                                     

                               

 

 

 

 

 

  

□基幹軸の整備 
○通りの環境整備 （違法駐輪・看板対策、タクシー対策） 

 
１ 地元町内会等による違法駐輪や違法看板等の自主的な撤去について店舗等への協力を依頼 
２ 地元町内会等による客待ちタクシーの解消やタクシーのルールの定着に向けた夜間街頭指導への協力 

 

 

《 目標の期間:第 1 ステージ（概ね 10 年先）～第２ステージ（概ね 20 年先）》 

 

□地元主体の取組の推進 
○まちづくり活動の推進（空きビル・空き店舗対策） 

   
１ 暴力団や違法風俗店等の排除条項の賃貸借契約への盛り込みの徹底や対応方法等のルールの確立 
２ ビルオーナー等の勉強会や地元町内会等主催の勉強会の開催とともに連絡会議等の横断的な組織の拡大 
３ 家守事業等により地域の担い手となるテナントや飲食店等の誘致育成 

 
 

○パトロール活動の実施 
 

１ 地元主催のリバークリーン作戦（環境浄化作戦）の活発化 
２ 地元、警察、行政が一体となった夜間パトロ－ルの活発化 
３ 東新天地集会所等において安全・安心な道案内や異常時の情報提供等を行うセーフティステーション機能の向上 
４ 地元住民が平成 17 年 7 月に設置した道案内や住民パトロール等の拠点施設の「民間交番」としての機能発揮 
  

       

 

□地区拠点機能の創造 
○東新天地公共広場を活用した大型イベントの関連イベント等を開催 

    
１ ひろしまフラワーフェスティバルやとうかさん等の関連ステージイベント等の開催 

２ ミュージシャンによるライブや大道芸、盆踊り、カラオケ大会等の開催 

  
○賑わい空間の創出 

     
１ 飲食店等の格安クーポン券付グルメツアーや景品又は食事券付スタンプラリー等の実施 

２ 通りを歩行者天国にし多彩な酒肴を凝らした酒祭りの開催 

３ おしゃれな飲食店等の立地による賑わい空間の創出やショップフロント等の景観形成の誘導 
 
  

□地区の情報発信の充実  

○多様な情報提供及び地域ガイド（街案内の充実） 
 

１ 安心して食事を楽しむことができる飲食店等を紹介する情報誌の提供や情報システムの利用の促進  

２ スポンサーの活用等による案内サインやリーフレットの作成等 
 
  

□地元主体の取組の推進   

○ワークショップの実施 
 

１ 東新天地公共広場について、複合的な機能を併せ持つ施設の検討 《期間:第 1 ステージの目標》 

 

 

 

歩きやすい歩行空間の確保 

 

安全・安心な環境づくり 

  

地元主体のソフトな取組の

推進 

○まちづくり活動の推進 

○パトロール活動の実施 

○ワークショップの実施                  

 等 

 

地元の町内会等が主体的

に行うまちづくりを推進

し、健全で魅力的なまちの

実現を目指す。 

６ 

 

魅力的な商業地の形成 

 



 

９ 具体的な整備目標の取組イメージ（第 1 ステージ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 
地区コアの

整備 

東西軸の強化 
・仏だん通りの舗装等整備 

・地区全体の整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

東西軸の強化 
・仏だん通りの舗装等整備 

・地区全体の整備 

地区コアの

整備 

地区コアの

整備 

地区コアの

整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

東西軸の強化 
・仏だん通りの舗装等整備 

・地区全体の整備 

東西軸の強化 
・仏だん通りの舗装等整備 

・地区全体の整備 

東西軸の強化 
・仏だん通りの舗装等整備 

・地区全体の整備 
・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

南北軸の強化 

・弥生町通りの歩車分離 

・地区全体の整備 

・京橋川水辺空間の創造 

（河岸緑地の整備） 

・京橋川水辺空間の活用 

（河岸緑地の整備とオ

ープンカフェの出店） 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

相生通り西側のエン

トランス機能整備 

・相生通り東側（稲荷橋西詰め）の

エントランス機能整備 

７ 

 

《第 1 ステージ》 

中期：概ね 10 年先のイメージ 

出会い 賑わう 食楽の都 流川 

～ 瀬戸内の味覚と美酒あふれる自由空間  人が輝き くらしも笑顔 ～ 

 

 

歩きやすい歩行空間の確保 (地区全体) 
 

□地元主体の取組の推進 

○まちづくり活動の推進 

（「流川方式」の運用） 

 

□基幹軸の整備 

○通りの環境整備 

・公共用地等への駐輪場整備と自転

車等放置規制区域の拡大 

・タクシー乗り場や待機場の整備と

夜間街頭指導 

○地区拠点機能の創造・活用 

・地区コアのシンボル性の創出 

（交差点部や修景舗装、ラｲト

アップの整備等） 

○東西軸の強化 

・仏だん通りのカラー舗装等の 

整備 

（第２ステージでの実施も視野) 

 

○地区拠点機能の創造・活用 

・相生通り西側（八丁堀交差点付近）

の交流拠点の創造 

（案内サインの設置やガイドマップの配布

等によるエントランス機能の創造） 

○地区拠点機能の創造 

・相生通り東側（稲荷大橋西詰め）へ

の案内サインやモニュメントの設

置等による交流拠点機能の創造 

（トイレの美装化等によるエントラ

ンス機能の創造） 

○地区拠点機能の創造・活用 

・薬研堀通りと平和大通りの交差点付近

のエントランス機能の創造 

（ひろしまドリミネーションから歩行者

を導く光のモニュメントの設置等） 

 

魅力的な商業地の形成 (地区全体) 
 

□地元主体の取組の推進 

○まちづくり活動の推進 

（「流川方式」の運用） 

 

□地区拠点機能の創造 

（エントランス機能の創造） 

○賑わい空間の創出 

・おしゃれな飲食店等の立地促進 

 

□地区の情報発信の充実 

○地域ガイド（街案内の充実） 

・案内サインやリーフレットの作成 

・情報発信等 

安全・安心な環境づくり (地区全体) 
 

□地元主体の取組の推進 

○まちづくり活動の推進 

（「流川方式」の運用） 

・空きビル・空き店舗対策 

○パトロール活動の実施 

  

□基幹軸の整備 

○通りの環境整備 

・防犯設備の充実 

 

○京橋川水辺空間の創造 

・河岸緑地の整備とオープンカフェの

出店による賑わいの向上 

・緑の潤い空間の向上等 

 

○街案内の充実 

・京橋川沿いの南北通りや同右岸緑

地の愛称を記載した案内サインや

パンフレットの作成等 

○南北軸の強化 

・（仮称）お参り通りの歴史的景観等

の整備  

（第２ステージでの実施も視野) 

 

○客待ちタクシー対策 

・タクシー乗り場や待機場の整備、

夜間街頭指導や取締り 

○防犯設備の充実 

・防犯灯の整備等 

○南北軸の強化 

・弥生町通りの歩車分離等の整備  

（第２ステージでの実施も視野) 

 

○街案内の充実 

・（仮称）お参り通りや東新天地公共

広場の愛称を記載した案内サイン

やパンフレットの作成等 

 

○地区拠点機能の創造 

・東新天地公共広場の活用・大型イ

ベントの関連イベント開催 

（パフォーマンス、カラオケ、盆踊

り等） 

・東新天地集会所等におけるセーフ

ティステーション機能の整備（安

全・安心なまち案内等） 

・東新天地公共広場周辺におけるエ

ントランス機能の整備 

（歴史・文化を演出する街路灯の設

置等） 

・ 

 

○賑わい空間の創出 

・空き店舗対策等によるおしゃれな

飲食店等の賑わいの創出 
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